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市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
21
年
の
新
春
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
原
油
価
格
の
高
騰
や
世
界
的
な
金
融

危
機
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、
景
気
の
回
復
感
は
乏
し
く
、
物
価
の
上
昇
と

合
わ
せ
て
、
国
民
生
活
は
一
層
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、「
骨
太
の
方
針
2
0
0
8
」
に
よ
る
三
位

一
体
の
改
革
が
具
体
化
さ
れ
、
地
方
分
権
が
推
し
進
め
ら
れ
る
反
面
、
地
方

交
付
税
の
大
幅
な
削
減
や
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
構
造
の
急
激
な
変
化

に
伴
い
、
地
方
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
上
野
原
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
抱
え
る
課
題
は
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
財
政
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
選
択

と
集
中
」
に
よ
っ
て
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
な
が
ら
、「
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
市
も
市
制
施
行
5
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、「
夢

と
希
望
あ
ふ
れ
る
快
適
発
信
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
新
市
建
設
計
画
や
第

1
次
上
野
原
市
長
期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
一
歩
一
歩
、
着
実
に
新
市
建
設

を
進
め
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
市

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

上
野
原
市
長
　
奈

良

明

彦



3 広報うえのはら　平成21年1月号　　　　　

立
病
院
」
の
改
革
を
行
い
、
昨
年
10
月
1
日
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
立
病
院
を
公
設
民
営
と
し
、
民
間
の
力
を
利

用
し
て
病
院
運
営
の
向
上
を
図
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
っ

て
、
常
勤
医
師
の
増
員
や
土
曜
の
診
療
開
始
、
休
止
し
て
い
た
西
原
診
療
所

の
再
開
な
ど
、
多
く
の
改
善
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
病
院
の
患
者

数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
病
院
の
再
建
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
と
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
、
医
療
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
新

病
院
建
設
を
早
期
に
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
上
野

原
地
区
を
中
心
に
第
3
期
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
第
1
期
、

第
2
期
の
工
事
が
終
了
し
た
区
域
を
中
心
に
昨
年
10
月
6
日
か
ら
動
画
に
よ

る
行
政
放
送
を
開
始
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る

充
実
に
向
け
て
、
福
祉
、
保
健
、
防
災
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
情
報
を

発
信
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
、「
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

4
月
に
は
棡
原
・
西
原
中
学
校
を
上
野
原
中
学
校
に
統
合
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
本
年
4
月
に
は
平
和
中
学
校
と
巌
中
学
校
の
統
合
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今
後
も
継
続
し
て
検
討
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
や
健
全
育
成
を
優
先
と
す
る
教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
私
も
、
更
な
る
上
野
原
市
の
発
展
の
た
め
、
全
身
全
霊
を

傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
春
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
厳
し
い
季
節
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
は
、
お
体
を
ご
自
愛
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
す
ば
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

市の根幹を支える工業団地
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対 象 者

①事業所得、不動産所得、譲渡所得、2か
所以上から受ける給与、給与の他に20
万円を超える所得がある方、および給
与収入が2,000万円を超える方など

②給与、年金、配当、原稿料等の所得者
で源泉徴収された税金が過納の方
（還付の確定申告）

③収入があったが、上記①、②の所得税
申告者にも、下記⑤にも該当しない方
（確定申告をする方は必要ありません）。
④収入がなく、だれの扶養にもなってい
ない方（扶養者が上野原市以外にお住ま
いの方は、申告してください）。

収入および必要経費のわかるもの、源泉徴収票、生命保険・地震保険・旧長期損害保険の支
払証明書、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の支払額のわかるもの、国民
年金保険料等の支払いをした旨を証明する書類、印鑑など。
※平成20年中の転入者で給与所得のある方や20歳以上の学生などに申告書が届く場合もありま
すが、上記⑤に該当する方や学生で収入のない方は、市民税・県民税の申告書の裏面に勤務
先や学校名（学年）等を記入して提出してください。

※事業所得や譲渡所得のある方は、大月税務署での相談・申告をご利用ください。

申告のしかた
申告用紙が税務署から郵送された方、および
郵送されていないが左記の①または②に該当す
る方は、2月16日から3月16日までの間に大月税
務署で申告してください（②の還付申告は、2月
16日以前でも構いません）。なお、営業などの青
色申告を除く所得税の申告（確定申告）について
は、市民税・県民税の申告会場でも受付します
ので、ご利用ください。

前年度の申告の状況により、該当すると思わ
れる方に申告用紙を郵送しますが、市役所税務
課にも用意してありますので、左記の対象区分
に該当する方は、次ページに記載してある申告
会場で、3月16日までに申告してください。

区 分

確 定 申 告 が
必 要 な 人

市民税・県民税
（国民健康保険
税・介護保険
料・後期高齢者
医療保険料）の
申告が必要な人
申告の必要が
な い 人

対象者および申告の方法

⑤給与だけの所得者で、勤務先から市役所へ年末調整済の給与支払報告書が提出されている
方（本人には源泉徴収票）で、上記①、②に該当しない場合は、申告の必要はありません。

申 告 に 持 参
す る も の

そ の 他

所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
は
、
個
人
が
1
年

間（
平
成
20
年
中
）に
得
た
所
得
に
対
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。
こ
の
所
得
に
つ
い
て
、
3
月
16
日
ま
で

に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
扶
養
者
以
外
で
下
表
①
〜
④
に
該
当
す
る
方
は

必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う（
こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康

保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
申
告
を
兼
ね
て
い
ま
す
）。

申
告
が
遅
れ
た
り
、
過
少
申
告
を
し
た
場
合
は
、

加
算
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
下
表
①
・
③
・
④
に
該
当
す
る
方
で
申

告
が
な
い
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
、
高
額

療
養
費
等
の
非
課
税
世
帯
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
申
告
は
お
早
め
に
》

期
限
間
近
に
な
る
と
、
会
場
が
大
変
混
雑
し
て

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早

め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
、
市
民
税
・
県
民
税
に
つ

い
て
は
市
役
所
税
務
課（
蕁
62
―

3
1
1
3
）へ
、
所

得
税
・
消
費
税
に
つ
い
て
は
大
月
税
務
署（
蕁
22
―

3
1
5
1
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
、

市
民
税
・
県
民
税

申
告
の
お
知
ら
せ

※『確定申告書作成相談会』のお知らせ
●日　時 2月4日（水）午前10時～正午、午後1時～4時
●場　所 もみじホール会議室2
※大月税務署による『年金受給者の確定申告書作成についての相談会』のお知らせ
●日　時 2月10日（火）午前9時～正午、午後1時～4時
●場　所 もみじホール会議室2
※『税理士による無料相談会』のお知らせ。税に関する全般の相談に無料で応じます。
●日　時 2月16日（月）、2月17日（火） 午前10時～正午、午後1時～3時
●場　所 もみじホール会議室2



受付日

2/16
（月）

2/17
（火）

2/18
（水）

2/19
（木）
2/20
（金）

2/23
（月）

2/24
（火）
2/25
（水）
2/26
（木）
2/27
（金）
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該 当 地 域
奈須部、先祖・丸畑、
諏訪、塚場、新三、八
米、山風呂、向風

新一、新二

本一、本二、本三

原、田町、新田倉、
鶴川、大曽根、小倉、
大倉、大曽根陽光台、
上野山、日野、大椚
羽佐間、小沢、新井、
西シ原、小沢団地、
小沢東団地

仲山・大椚、八ツ沢、松留

他の会場で申告できな
かった方（大目、甲東、
巌、大鶴）
他の会場で申告できな
かった方（島田、棡原、
西原、秋山）
他の会場で申告できな
かった方（上野原）
他の会場で申告できな
かった方（全地区)
他の会場で申告できな
かった方（全地区)

市民税・県民税申告受付（相談）会場日程表
受付日

3/2
（月）

3/3
（火）
3/4
（水）

3/5
（木）

3/6
（金）

3/9
（月）

3/10
（火）

3/11
（水）

3/12
（木）
3/13
（金）
3/16
（月）

受 付 時 間

9:00～11:30

1:00～ 4:00

9:00～11:30

1:00～ 4:00

9:00～11:30

1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30

1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

申 告 会 場

市 役 所
西原出張所

ふ る さ と
長 寿 館

市 役 所
甲東出張所

新田水防会館

新田水防会館

市 役 所
大目出張所

コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所
コモアしおつ
3 丁 目 集 会 所
市 役 所
巌 出 張 所
秋山公民館
講 堂

該 当 地 域
初戸、腰掛、田和・上平
藤尾、中群、扁盃、川通

飯尾、下城、郷原、原

沢渡、大垣外、小伏、
井戸
尾続、用竹、椿、猪丸、
日原
芦垣、和見、瀬渕、東区
西区、棚頭、荻野、野
田尻
上新田、中新田
下新田
西区、駒門
東区、南区、田野入
日向、花坂、西大野、
東大野、南米沢、高橋
犬目、恋塚、談合坂、新
田、谷後、日留野、大
田、大沢、矢坪
コモアしおつ1丁目
コモアしおつ2丁目
コモアしおつ3丁目
コモアしおつ4丁目
奥平、川合、千足、仲居
牧野、当月、久保、杖突・栃穴

秋山地区

受付時間

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00

9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00
9:00～11:30
1:00～ 4:00

申 告 会 場

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室

市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室
市 役 所 1 階
展 示 室

※当日の混雑状況により、午前中の受付時間を繰り上げる場合があります。
※会場の混雑を避けるため、収入・必要経費の明細および医療費の領収書等は、あらかじめ計算し、整理し
ておいてください。

市
内
に
お
い
て
各
種
事
業
に
用
い
る
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、
地
方
税
法
第
383
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
の
資
産
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
毎
年
申
告
し
て
い
る
事
業
者

市
か
ら
申
告
書
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
規
の
事
業
者
・
今
ま
で
申
告
を
し
て
い
な
い
が
対
象
の
資

産
を
取
得
し
た
事
業
者

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
申
告
書
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
期
限

2
月
2
日（
月
）

●
提
出
先

税
務
課
課
税
担
当

※
期
限
間
近
に
な
る
と
、
受
付
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
1
月
23
日（
金
）ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◆
耐
用
年
数
省
令
が
見
直
し
さ
れ
ま
し
た

平
成
20
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
耐
用
年
数
省
令
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
平
成
21
年
度
以
後
の
固
定
資
産（
償
却

資
産
）に
お
い
て
は
改
正
後
の
耐
用
年
数
を
用
い
て
算
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

《
償
却
資
産
Q
＆
Ａ
》

Q
償
却
資
産
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
で
す
。

※
自
動
車
お
よ
び
軽
自
動
車
等
は
除
き
ま
す
。

Ｑ
償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の
は
何
で
す
か
？

Ａ
1
月
1
日
現
在
で
、
会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
資
産
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告
を
忘
れ
ず
に



12月29日
12月30日
12月31日
1月1日
1月2日
1月3日
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下
水
道
接
続
工
事
の
お
願
い

公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、

汲
み
と
り
ト
イ
レ
の
ご
家
庭
は
3
年
以
内

に
、
浄
化
槽
等
の
ご
家
庭
も
、
速
や
か
に
公

共
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
下
水
道
法
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
内
に
建
物
等
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
早
期
に
市
が
設
置
し
た
「
公
共

汚
水
ま
す
」
ま
で
の
宅
地
内
排
水
設
備
を
設

置
し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
設
置
工
事
は
、
市
が
指

定
し
た
「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で
な
け

れ
ば
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
下
水
道
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

補
助
金
と

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

①
排
水
設
備
工
事
補
助
金
制
度

下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
3
年
以
内
に
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
宅
地
内
排

水
設
備
を
設
置
し
た
場
合
、
工
事
費
の
2

分
の
1（
限
度
額
10
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
工
事
は
、
水
洗
化
工
事
費
、
宅

地
内
排
水
設
備
工
事
費
、
井
戸
な
ど
に
設

置
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
取
付
費
等
で
す
。

②
工
事
資
金
等
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置
す
る
た
め
の
資

金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
う
制
度
で
す
。

市
内
の
金
融
機
関（
郵
便
局
を
除
く
）か
ら

融
資
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
場
合
に
生
ず
る

利
子
を
市
が
全
額
補
給
し
ま
す
。

※
①
②
に
は
条
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
18
年
度
に
供
用
開
始
と
な
っ
た

区
域
の
み
な
さ
ん
へ

排
水
設
備
工
事
補
助
金
の
交
付
期
限
で
あ

る
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
21
年
3
月

末
日
ま
で
に
排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
な
い

と
補
助
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
未
接
続
の
方
は
補
助
金
制
度
を
ご
活
用

の
う
え
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
年
度
末
に
は
各
指
定
工
事
店
に
工

事
の
依
頼
が
殺
到
し
、
工
事
を
完
了
で
き
な

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
排
水
設
備
工
事

は
早
め
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務
担
当（
蕁

62
―

3
1
4
5
）

下
水
道
の
は
な
し

気温がマイナス４℃以下になると水道の凍結が多くなり
ます。お宅の水道をもう一度点検してみてください。
★チェック項目★

①屋外にある水道
②北向きのところにある水道
③風当たりの強いところにある水道
④管がむき出しになっている水道
★凍結を防ぐ主なポイント★

①露出管や防寒施設の不充分な管を保温する
②メーターボックスの中を保温する
③寝る前に水を少し出しておく
※年末年始には、次の業者が当番体制で対応します。

●問い合わせ 東部地域広域水道企業団（蕁22ｰ0099）

組合業者名
鷹取水道工事
㈲遠藤住設
上條設備
岡部設備
㈱上野原建設
㈲平成設備

住　　所
上野原4653
上野原3446ｰ5
鶴島2275ｰ1
野田尻2597
鶴島4585
桑久保998

電　話
62ｰ4847
63ｰ0480
62ｰ3550
66ｰ2701
63ｰ3619
66ｰ2423

上野原市給水工事指定業者組合（年末年始当番業者）

山梨社会保険事務局が派遣する社会保険労務
士による「ねんきん特別便」に関する相談会を1
月～3月まで開催します。
●開催日（1月～3月の第3火曜日）

1月20日（火）
2月17日（火）
3月17日（火）
※2～3月の開催日は、くらしのガイドの相談日
の中で再度お知らせします。
●時間

午前9時～正午、午後1時～4時
●場所

市役所1階会議室Ａ
●問い合わせ

・山梨社会保険事務局大月事務所（蕁22ｰ3811）
・市民課国保年金担当（蕁62ｰ3112）

水道にも冬仕度をねんきん特別便相談会を開催します マイナス4℃は
水道凍結の赤信号　
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保
護
者
の
事
故
や
病
気
、
虐
待
等
の
理
由

か
ら
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
ま

す
。
里
親
制
度
と
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
温

か
い
愛
情
と
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
育
て

て
い
く
、
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
る
制
度
で
す
。

■
里
親
に
な
る
に
は
？

①
心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と

②
子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
の
理
解
や
熱
意

と
愛
情
を
も
っ
て
い
る
こ
と

③
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と

④
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
虐
待
な
ど
の
問
題

が
な
い
こ
と

⑤
児
童
福
祉
法
お
よ
び
そ
の
他
児
童
の
保
護

等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
違
反
の
な
い

こ
と

■
里
親
に
な
る
ま
で
の
手
続
き

①
児
童
相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
最
寄
の
児

童
相
談
所
で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

里
親
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
い
た
ら
、

ご
家
族
合
意
の
上
で
児
童
相
談
所
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

②
ご
家
庭
を
訪
問
し
ま
す

児
童
相
談
所
職
員
が
ご
家
庭
に
お
伺
い

し
、
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
で
き
る
状

況
に
あ
る
か
確
認
し
ま
す
。

③
社
会
福
祉
審
議
会
の
意
見
聴
取

家
庭
状
況
や
養
育
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
た
後
、
審
議
会
の
意
見
を
も
と
に

知
事
が
里
親
認
定
の
可
否
を
決
定
し
ま

す
。
里
親
の
認
定
が
行
わ
れ
る
と
、
里
親

名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

④
里
親
と
し
て
の
養
育
開
始

ご
希
望
を
聞
い
た
う
え
で
、
児
童
相
談
所

が
養
育
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
養
育
費
等
に
つ
い
て

①
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
と
、
里
親
手
当
生

活
費
・
教
育
費
な
ど
の
費
用
が
支
給
さ
れ

ま
す

②
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
全
額
公
費
で
負
担

さ
れ
ま
す

③
所
得
税
法
上
の
扶
養
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
④
万
が
一
、
養
育
中
の
お
子
さ
ん
が
事
故
に

あ
っ
た
り
、
里
親
に
賠
償
責
任
が
生
じ
た

場
合
に
は
、「
里
親
賠
償
責
任
保
険
」
に

よ
る
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す

※
里
親
の
種
類
に
は
、「
養
育
里
親
」、「
親

族
里
親
」、「
短
期
里
親
」、「
専
門
里
親
」

が
あ
り
ま
す
。
里
親
制
度
に
興
味
の
あ
る

方
、
里
親
に
な
り
た
い
方
は
児
童
相
談
所

等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

◎
都
留
児
童
相
談
所（
蕁
45
―

7
8
3
5
）

◎
山
梨
県
児
童
家
庭
課（
蕁
0
5
5
―

2
2
3

―

1
4
5
7
）

◎
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

5
）

里
親
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

10月に開かれた「ぴゅあ富士フェスティバル」では、
金香百合さんの講演が行われました。金さんは、大阪を
中心に全国各地で人権教育やリーダー養成、子育て支援、
高齢者問題など多方面にわたって講演活動を続けていま
す。「私もあなたもイキイキ生きる」と題した講演では、
15歳年下の男性と結婚したことや84歳の母親の介護を
していること、昨春から週末里親を引き受けていること
などご自身の経験を披露されながら、人間社会学の研究
を通して学ばれたことを、わかりやすく明快に話してい
ました。
■人間力・社会力・対話力を磨こう
政治や経済が混乱して人々の人生が安定を失い、夢を

見失い、自分を見失うような日本の現状の中で生きて行
くにはどうすればよいか？これには、「人間に興味を持
ち、関わり、理解していこうとする」「社会が人間に与
えている影響を理解し、人間が社会を変えていくことも
する」「話すべきときに話す・聴くべきときに聴く」と
いう、人間力・社会力・対話力を磨くことが必要です。
これらを身につける事により、自分自身も成長し、人に
も影響を与えていくことができます。

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.29

特に子ども時代の経験が大切で、その時の自己肯定感
（自尊感情）が、その後の人生に大きく影響します。人間
は最初の経験が強く刷り込まれ、子ども時代に愛されて
幸せに過ごしたことを脳が学習していきます。
自尊感情を育てるために、からだとこころに栄養を与
え、「食べる・寝る・動く」、「安心・安全・大切・関
心・聴く・ほめる・認める」活動を通じて、自分らしく
輝くことができます。
■スロー＆シンプルな生活を送ろう
また、孤食や夜型生活、ＩＴやゲーム漬けなどにより、
からだの栄養もバランスが崩れていることに注意しなけ
ればなりません。こころの栄養の問題では、過剰な競争
ストレスが、自己否定につながります。他の人と比べな
い、優劣で評価するくせをやめることが必要です。
メディアとのつきあい方、モノとのつきあい方にもふ
れ、「便利なモノは高齢者や障がい者には役立つが、子
どもの成長には弊害」と「スロー＆シンプル」（＝ゆっ
くり着実、簡素で単純）な生活が子どもの豊かな成長に
つながっていくと、話していました。

多彩な内容で、パワフルな語り口に圧倒されましたが、
示唆に富む話に引き込まれるすばらしい講演でした。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62ｰ3117）



講師プロフィール

・昭和20年四方津生まれ
・千葉大学医学部卒業
・エール大学、南カリフォルニア
大学、米国Fox Chase癌研究所、
千葉大学医学部講師（第一内科）、
東京大学医学部教授（第二内科）
を歴任
・主要研究域　消化器がん、肝臓がん、肝炎ウイルス
・第40回日本肝臓学会会長（2004年）、第41回日本肝
癌研究会会長（2005年）、第17回APASL（アジア太
平洋肝臓学会）会長（2007年）、第50回日本消化器
病学会会長（2008年）、東大病院副院長、臨床試験
部部長
・著書 「内科学第8版」（朝倉書店）、「肝機能を改善す
るらくらくレシピ」（法研）、「C型肝炎―心配なあな
たに」（保健同人社）、他著書多数

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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の
予
防
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
、

栄
養
・
運
動
面
等
気
を
つ
け
て
い

く
こ
と
で
骨
の
健
康
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

《
丈
夫
な
骨
を
つ
く
る
た
め
に
》

ど
の
年
代
で
も
丈
夫
な
骨
を
つ

く
る
た
め
に
積
極
的
に
カ
ル
シ
ウ

ム
を
と
っ
て
い
る
人
は
多
い
で
す

が
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
は

難
し
い
よ
う
で
す
。
ま
ず
は
歩
く

こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
？平

成
17
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
報
告
に
よ
る
と
、
各
年
代
に
お

け
る
一
日
の
歩
行
の
平
均
値
は
次

の
と
お
り
で
す
。
参
考
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
来
年
度
も
今
年
度
同
様

に
節
目
年
齢
で
の
骨
密
度
検
診
等

を
計
画
中
で
す
の
で
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

あ
な
た
の
骨
は
元
気
で
す
か

平
成
16
年
度
の
介
護
保
険
申
請

者
の
原
因
疾
患
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
要
介
護
4
以
下
の
認
定
に
お

け
る
原
因
疾
患
の
1
位
は
筋
骨
格

系
の
疾
患
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す

る
高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
元
気
で

過
ご
す
た
め
に
、
40
歳
以
上
の
方

に
自
分
の
骨
の
状
態
を
知
り
、
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
平
成
17
年
度
か
ら

骨
密
度
測
定
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
状
況
を
お
伝
え

し
ま
す
。

《
受
診
者
の
状
況
》

骨
密
度
測
定
に
は
い
く
つ
か
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
市
で
は
そ
の

簡
便
性
か
ら
骨
粗
鬆
症
の
検
診
に

適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
踵

骨
超
音
波
法
を
用
い
、
超
音
波
が

骨
の
中
を
通
過
す
る
際
の
速
度
を

測
定
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
測

定
の
機
会
を
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
各
地
区
を
巡
回
し
ま
し
た
。

受
診
者
の
平
均
年
齢
は
3
年
間

で
63
・
8
歳
か
ら
66
・
1
歳
と
若

干
あ
が
り
、
そ
れ
に
伴
い
測
定
値

は
1
5
0
6
ｍ
/
秒
か
ら
1
4
9

9
ｍ
/
秒
と
下
が
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
年
齢
相
応
の
領
域
に
入
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
だ
け
を
見

る
と
受
診
者
の
骨
の
健
康
は
全
体

と
し
て
は
ほ
ぼ
保
た
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
受
診
者
の
平
均
年
齢

以
前
で
あ
る
40
歳
代
・
50
歳
代
で

も
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

骨
量
が
減
少
し
て
い
る
人
が
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
39

歳
以
下
の
女
性
で
レ
デ
ィ
ー
ス
検

診
の
基
本
健
診
受
診
者
の
中
に
も

骨
量
が
減
少
し
て
い
る
人
が
い
ま

し
た
。

特
に
女
性
は
閉
経
前
後
に
か
け

て
骨
量
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
早
期
か
ら
骨
粗
鬆
症

年度

Ｈ17

Ｈ18

Ｈ19

計

人数

669人

545人

511人

1725人

平均年齢

63.8歳

65.5歳

66.1歳

測定値

1506 m/秒

1514 m/秒

1499 m/秒

■年度別測定状況

男性

8,736歩
8,568歩
8,059歩
8,400歩
7,418歩
5,151歩

年代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

女性

7,350歩
6,992歩
7,388歩
7,541歩
6,777歩
4,088歩

上
野
原
市
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
こ

と
を
願
い
、
健
康
づ
く
り
講
演
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
演
題

「
も
し
、
御
家
族
に
が
ん
の
方
が

い
ら
し
た
ら
・
最
新
情
報
」

●
講
師

東
京
大
学
医
学
部
消
化

器
内
科
教
授
　
小
俣
政
男
先
生

（
四
方
津
地
区
出
身
）

●
日
時

1
月
30
日（
金
）午
後
3

健
康
づ
く
り
講
演
会
の
お
知
ら
せ

小俣政男先生

時
〜
4
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
定
員

300
名

●
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
定
員
に
な
り
次

第
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）。

●
申
込
期
間

1
月
5
日（
月
）

〜
16
日（
金
）（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿

健
康
課
保
健
担
当（
蕁
62
―

4
1

3
4
）※

福
祉
の
ひ
ろ
ば
は
お
休

み
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
講
演
会
の
お
知
ら
せ



3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

2 歳 児

歯 科 健 診

幼 児

歯 科 検 診

該当児

平成20年9月16日～10月生
平成20年2月16日～3月生
平成19年6月～7月15月生
平成18年10月～11月15日生
平成18年11月16日～12月生
平成19年6月～8月生
平成17年10月～12月生

1月14日
（水）
1月14日
（水）

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

★乳幼児健診（1/4～2/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申し込みください。

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各

施設へお問い合わせください。

※受診の際は必ず保険証をお持ちください。

※人間ドック受診者も特定健診を受診したとみな

されるため、健診結果が検査機関から市に提出

されることにご同意ください。

※健診結果から特定保健指導を希望される方は保

健担当へお問い合わせください。

※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診

は、同年度中に重複して受診することができま

せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を

全額実費負担することになりますので、ご注意

ください。不明な点は保健担当へお問い合わせ

ください。

★麻しん・風しん混合予防接種はお早めに
今年度麻しん・風しん（ＭＲ）第2～4期の対象者で、
未接種の方は早めの接種をお勧めします。
※平成21年4月1日以降に接種した場合は、全額自

己負担（1万円前後）になりますのでご注意くださ

い。

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日 午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★すこやか健康相談（1/4～2/10までの予定）

※糖尿病が気になる方の健康相談を希望される方
は、電話等で前日までにご連絡ください。当日

は空腹時の血糖を測定するため、朝食は食べな

いようにしてください（湯茶は可）。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 1月28日（水）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 武者医院・大月市立中央病院（大月市）

磯部医院・都留市立病院（都留市）
※その他の医療機関を希望される方は保健担当へ
お問い合わせください。
◎申込み期限　1月30日（金）まで
※市の集団検診との重複受診はできません。

1月16日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

送迎
一部あり

一部あり

なし

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物 健康手帳（持ってない方には当日交付します）

午前10：00～10：15
市内に住民登録のあ
る方で糖尿病が気に
なる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

9 広報うえのはら　平成21年1月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

1 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

実施日

2月 4日（水）
1月 9日（金）
1月27日（火）

午前

午後

午前

午後



は
、
市
役
所
・
秋
山
支
所
・
各
出

張
所
に
告
示
し
て
あ
り
ま
す（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
）。

●
受
付
期
間

1
月
5
日（
月
）

〜
2
月
2
日（
月
）午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
30
分（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）。
た
だ
し
、

物
品
製
造
等
に
つ
い
て
は
、
3

月
19
日（
木
）ま
で
と
し
ま
す
。

●
申
請
方
法

総
務
課
管
財
担
当

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
管
財
担

当（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

巡
回
無
料
法
律
相
談
会
の

お
知
ら
せ

山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、
次
の

と
お
り
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

2
月
6
日（
金
）午
後
1

時
〜
4
時

●
場
所

市
役
所
1
階
展
示
室
3

●
担
当
弁
護
士

4
名（
山
梨
県

弁
護
士
会
所
属
）

●
相
談
内
容

離
婚
・
相
続
・
土

地
等
の
賃
貸
借
・
交
通
事
故
・

損
害
賠
償
・
サ
ラ
金
等
消
費
者

問
題
な
ど

※
相
談
さ
れ
る
際
は
、
相
談
内
容

に
関
す
る
書
類
等
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

子育てプレイルームの
お知らせ

子育てプレイルームの
お知らせ

※
時
間
的
な
制
約
か
ら
、
場
合
に

よ
っ
て
は
先
着
30
名
前
後
で
打

ち
切
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
弁
護
士

会
事
務
局（
蕁
0
5
5
―

2
3
5

―

7
2
0
2
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

上
野
原
市
農
業
委
員
会
で
は
、

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
を
各
地
区
の
農
事
組
合

長
、
秋
山
地
区
は
各
区
長
へ
12
月

中
に
送
付
し
て
い
ま
す（
一
部
の

地
区
は
回
覧
に
よ
っ
て
送
付
）。

平
成
21
年
1
月
1
日
現
在
で
、

次
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
申
請
書
を
農
事
組
合
長
、
秋

山
地
区
は
各
区
長
、
ま
た
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
1
月
13
日

（
火
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
格
要
件

登
載
資
格
者
は
、
上
野
原
市
内

に
住
所
を
有
す
る
平
成
元
年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で

①
10
ア
ー
ル
以
上
耕
作
の
業
務
を

営
む
方

②
①
の
同
居
の
親
族
、
ま
た
は
、

そ
の
配
偶
者
で
年
間
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
す
る
方

た
だ
し
、
農
地
を
借
り
て
耕
作

絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

小
学
校
の
入
学
通
知
は

1
月
中
に
送
付
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
10

月
1
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
名
簿
を
作
成
し
、
1
月

末
日
ま
で
に「
小
学
校
の
入
学
通

知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

何
ら
か
の
理
由
で「
入
学
通
知

書
」が
届
か
な
か
っ
た
場
合
や
平

成
20
年
10
月
1
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

し
て
い
る
方
で
、
使
用
貸
借
・

賃
借
権
の
設
定
に
つ
い
て
農
業

委
員
会
の
許
可
等
を
受
け
て
い

な
い
場
合
は
、
そ
の
農
地
は
耕

作
面
積
に
含
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
名
簿
登
載
者
は
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙

権
と
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
は

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
2

月
23
日
か
ら
15
日
間
市
役
所
で
行

い
ま
す
。
脱
漏
ま
た
は
誤
載
が
あ

る
と
き
は
異
議
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
請
し
た
い
方
で
用
紙
が
届
か

な
い
方
は
、
各
地
区
の
農
事
組
合

長
、
秋
山
地
区
は
各
区
長
、
ま
た

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連

上
野
原
市
発
注
公
共
工
事
等

の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
受
付

平
成
21
・
22
年
度
に
上
野
原
市

で
行
う
建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

参
加
資
格
申
請
の
受
付
を
実
施
し

ま
す
。
資
格
審
査
を
希
望
す
る
方

は
、
次
の
要
領
で
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
か
ら
物
品
製
造
等

に
つ
い
て
も
資
格
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
対
象
業
種

①
建
設
工
事

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
③
物
品
製
造
等（
物
品
の
製
造
・

販
売
、
役
務
の
提
供
等
）

各
業
種
と
も
申
請
は
、
上
野
原

市
指
定
様
式（
統
一
様
式
ま
た
は

同
内
容
の
任
意
様
式
も
可
）と
し

ま
す
。
申
請
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
要
領

広報うえのはら　No.47  10

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

●日時 1月14日（水）・28日（水）午
前9時～正午
●場所 もみじホール2階会議室2
●申込み・問い合わせ
福祉課子育て支援担当（蕁62ｰ311
5）

※初めての方は事前にお申込みくださ
い。

※親子が遊べる場所、情報交換の場
所としてお気軽にご利用ください。

※プレイルーム内において「おもち
ゃ病院」を開設しました（午前11時
～正午）。不具合になったおもちゃ
等がありましたら、是非お持ちく
ださい。



◎
排
除
雪
を
道
路
に
持
ち
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◎
排
除
雪
を
水
路
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
道
路
河

川
担
当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

財
務
省
関
東
財
務
局
か
ら

お
知
ら
せ

《
株
券
電
子
化
の
準
備
は

も
う
お
済
み
で
す
か
》

株
券
電
子
化
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
1
月
を
目
標
に
株
券
電
子

化
の
実
施
に
向
け
た
準
備
が
進
め

し
、
助
成
限
度
額
は
月
額
5
千
円

で
す
。

な
お
、
申
請
に
は
所
定
の
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

広
げ
よ
う
救
命
の
輪
（
応
急

手
当
講
習
会
の
お
知
ら
せ
）

あ
な
た
の
目
の
前
で
突
然
意
識

を
な
く
し
た
人
や
心
肺
停
止
に
陥

っ
た
人
に
出
会
っ
た
場
合
、
一
刻

も
早
く
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
応
急
手

当
を
行
う
人
こ
そ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
で
す
。

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
講
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
講

習
を
受
講
し
て
、
応
急
手
当
の
正

し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

み
ん
な
で
救
命
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

救
命
講
習
は
、
全
国
の
消
防
本

部
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

実
施
し
て
い
る
講
習
で
す
。
講
習

修
了
後
に
は
、
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

1
月
24
日（
土
）午
前
9

平
成
21
年
上
野
原
市
消
防
団

出
初
式
を
挙
行
し
ま
す

上
野
原
市
消
防
団
で
は
、
年
の

初
め
に
火
災
や
災
害
の
な
い
一
年

で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
出
初
式

を
挙
行
し
ま
す
。

消
防
団
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
生
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
信
頼

と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
日
ご

ろ
か
ら
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

是
非
、
こ
の
機
会
に
そ
の
成
果

を
ご
覧
に
な
り
、
防
火
防
災
の
意

識
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
1
月
11
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
頃

●
場
所
　
旧
上
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
内
容
　
消
防
活
動
尽
力
者
に
対

す
る
各
種
表
彰
、
巌
分
団
お
よ

び
西
原
分
団
の
ポ
ン
プ
操
法
の

実
演
な
ど
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
庶

務
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

人
工
透
析
患
者
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

人
工
透
析
の
た
め
市
外
の
医
療
機

関
に
通
院
し
て
い
る
方
に
、
通
院

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
金
額
は
、
公
共
の

交
通
機
関
の
乗
車
賃
を
基
準
と

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

1
月
19
日（
月
）

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防

署（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

市
道
の
除
雪
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
道
路
面
へ
の
積
雪
が

概
ね
10
㎝
を
超
え
た
場
合
、
除
雪

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

道
路
の
路
線
数
が
886
本
と
多
く
、

通
行
量
の
多
い
県
道
・
市
道
を
優

先
し
、
除
雪
を
行
っ
て
い
る
た
め

細
部
ま
で
除
雪
が
行
き
届
か
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
自

宅
周
辺
の
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
除
雪
に
あ
た
っ
て
次
の

マ
ナ
ー
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

◎
宅
内
の
排
除
雪
は
宅
内
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

ら
れ
て
い
ま
す
。
株
券
電
子
化
に

向
け
た
準
備
が
ま
だ
お
済
み
で
な

い
方
は
早
急
に
準
備
を
進
め
て
く

だ
さ
い
。

●
株
券
は
本
人
名
義
に
な
っ
て
い

ま
す
か
？

●
証
券
会
社
を
通
じ
て
「
ほ
ふ
り

（
証
券
保
管
振
替
機
構
）」
へ
預

託
し
て
い
ま
す
か
？

●
問
い
合
わ
せ

日
本
証
券
業
協

会
証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ

ン
タ
ー（
蕁
0
3
―

3
6
6
7
―

4
5
0
0
）ま
た
は
関
東
財
務

事
務
所
甲
府
財
務
事
務
所（
蕁

0
5
5
―

2
5
3
―

2
2
6
3
）
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ねんきん特別便相談会

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

8日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
9日
午前 10：00 ～ 　　正　午
25日
午前 9：00 ～ 　　正　午

8日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

午前 8：30 ～ 午後 4：00
63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

19日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

1月の相談日

20日 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

市役所会議室A

・23日  もみじホール
3階会議室7

（祝日除く）

（祝日を除く）

（祝日除く）

市役所会議室A

（祝日を除く）



8
会
議
室（
保
育
園
・
幼
稚

園
・
小
中
学
校
生
作
品
）

●
入
場
料

無
料

●
展
示
作
品

絵
画（
油
絵
・
水

彩
画
）、
版
画
、
陶
芸
、
彫
刻
、

書
道
、
工
芸
等

※
後
援
　
上
野
原
市
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
楽
風
展

代
表
山
香
和
信（
蕁
0
4
2
―

6

8
7
―

5
3
1
2
）

中
小
企
業
の
事
業
主
の

み
な
さ
ん
へ

中
小
企
業
庁
で
は
、
中
小
・
小

規
模
企
業
を
全
力
を
あ
げ
て
応
援

し
ま
す
。

《
資
金
繰
り
支
援
に

万
全
を
期
し
ま
す
》

●
緊
急
保
証
の
対
象
業
種
を
698
業

種
に
拡
大
し
ま
し
た

・
緊
急
保
証
制
度
は
、
信
用
保
証

協
会
の
100
％
保
証
で
す
。
責
任

共
有
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
対
象
業
種
の
方
は
、
一
般
保
証

8
千
万
円
に
加
え
て
、
別
枠
で

8
千
万
円
（
担
保
が
あ
る
方
は
、

一
般
保
証
2
億
円
に
加
え
て
、

別
枠
で
2
億
円
）ま
で
の
保
証

を
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
貸
付
は

山
梨
県
最
低
賃
金
が

決
ま
り
ま
し
た

《
地
域
別
最
低
賃
金
》

・
山
梨
県
最
低
賃
金

1
時
間
6
7
6
円

※
平
成
20
年
10
月
25
日
か
ら
適
用

《
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
》

・
電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス
、
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

1
時
間
7
7
9
円（
変
更
前
7

7
0
円
）

※
平
成
20
年
12
月
26
日
か
ら
適
用

・
自
動
車
、
同
附
属
品
製
造
業

1
時
間
7
8
8
円（
変
更
前
7

7
8
円
）

※
平
成
20
年
12
月
25
日
か
ら
適
用

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
労
働
局
賃

金
室（
蕁
0
5
5
―

2
2
5
―

2

8
5
4
）

上
野
原
楽
風
展（
美
術
展
覧

会
）を
開
催
し
ま
す

上
野
原
市
を
文
化
豊
か
で
楽
し

い
人
た
ち
が
集
ま
る
文
化
都
市
に

し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
す
る
美

術
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

1
月
31
日（
土
）〜
2
月

1
日（
日
）午
前
9
時
〜
午
後
5

時
●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
　
第
1

会
議
室（
一
般
作
品
）、
第
7
・

広報うえのはら　No.47  12

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむ

ね20分とします。事前にお申込みください。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課政策推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

1月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、1月26日（月）午前9時から11時です。

業
種
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
す

・
全
業
種
の
方
が
、
4
億
8
千
万

円（
中
小
企
業
の
方
）、
4
千
8

百
万
円（
小
規
模
企
業
の
方
）

ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

・
特
に
業
況
の
厳
し
い
方
に
対
す

る
金
利
の
引
き
下
げ
も
行
う
予

定
で
す
。

・
特
別
貸
付
は
、（
株
）日
本
政
策

金
融
公
庫
や
沖
縄
振
興
開
発
金

融
公
庫
に
加
え
て
、（
株
）商
工

組
合
中
央
金
庫
で
も
行
う
予
定

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

関
東
経
済
産
業

局
中
小
企
業
課（
蕁
0
4
8
―

6

0
0
―

0
3
3
4
）中
小
企
業
金

融
課（
蕁
0
4
8
―

6
0
0
―

0

4
2
5
）

訂
正
と
お
詫
び

広
報
12
月
号
の
5
ペ
ー
ジ
、
選

挙
人
名
簿
の
登
録
者
の
部
分
で
間

違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

正
①
投
票
日
に
お
い
て
満
20
歳
以

上
の
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

（
平
成
元
年
2
月
23
日
以
前

生
ま
れ
の
人
）

誤
①
投
票
日
に
お
い
て
満
20
歳
以

上
の
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

（
昭
和
63
年
2
月
23
日
以
前

生
ま
れ
の
人
）

上野原市民カレンダーが
完成しました

上野原市の景色や祭りなどの写
真や、市の行事やごみの収集日日
程表を掲載した上野原市民カレン
ダーを作成しました。まだ、届い
ていない場合は市役所企画課、市
民課、秋山支所、各出張所、市ク
リーンセンターに用意してありま
すのでご活用ください。
●問い合わせ　企画課政策推進担
当（蕁62－3118）



あ なたも今スグ！！
きもの美人　

着物姿が栄える季節　
気楽に習ってみませんか　　

毎週月曜日　午後 2：00～ 4：00
夜 7：30～ 9：30

問い合わせ　080－1020－9698（山口）

●
第
20
回
槇
杯
山
梨
県
下
少
年
少

女
空
手
道
大
会

《
小
学
1
年
女
子
組
手
個
人
》

・
杉
本
絵
理
さ
ん（
上
野
原
小
）

《
小
学
3
年
女
子
組
手
・
形
個
人
》

・
富
田
飛
鳥
さ
ん（
上
野
原
小
）

《
小
学
3
年
男
子
組
手
個
人
》

・
加
藤
流
星
さ
ん（
上
野
原
小
）

《
小
学
5
年
女
子
組
手
個
人
》

・
岡
部
美
玖
さ
ん（
上
野
原
小
）

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
杯
将
棋
団
体
戦

で
優
勝

11
月
に
甲
府
市
で
行
わ
れ
た
、

第
17
回
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
杯
将
棋
団
体

戦
で
、
市
文
化
協
会
将
棋
部
所
属

の
日
本
将
棋
連
盟
上
野
原
支
部
が

5
戦
全
勝
で
、
郡
内
の
チ
ー
ム
と

し
て
初
の
Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
県
内
で
最
大
規
模

の
も
の
で
、
46
チ
ー
ム（
5
人
一

組
）
が
前
年
の
成
績
を
基
に
Ａ
〜

大
月
公
証
役
場
移
転
の

お
知
ら
せ

大
月
公
証
役
場
は
平
成
20
年
12

月
15
日
、
次
の
場
所
に
移
転
し
ま

し
た
。
ご
来
所
の
際
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

●
移
転
先

〒
4
0
1
―

0
0
1

1
大
月
市
駒
橋
一
丁
目
2
番
27

号
、
大
月
織
物
協
同
組
合
2
階

●
問
い
合
わ
せ

大
月
公
証
役
場

（
蕁
23
―

1
4
5
2
）

槇
杯
県
下
少
年
空
手
道
大
会

で
優
勝

11
月
に
小
瀬
武
道
館
で
行
わ
れ

た
標
記
の
大
会
で
、
上
野
原
少
年

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
の
選

手
が
優
勝
す
る
活
躍
を
し
ま
し

た
。
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広
　
　
告

福祉の仕事しませんか！
［職　種］生活支援員（2名）
［内　容］女性利用者の生活支援等
［資　格］ 20～45歳位まで、福祉関係資格あれば尚可。
［勤　務］交代制変則勤務、宿直有り（月4・5回）
［待遇等］短大・専門卒 214,000円～（諸手当込）

4大卒　　　　 223,000円～（諸手当込）
［その他］社会保険等完備　詳細は、お問い合わせ下さい。
社会福祉法人かながわ黎明会
知的障害者更生施設
〒229－0206 神奈川県相模原市藤野町牧野6076－1
℡042－689－2233 担当／小俣・今井

・

・

・ ・

・・

くくりのみ学園

市
内
各
地
区
で
文
化
祭
を
開
催

市
内
の
各
地
区
で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
大
目
地
区
で
は
11
月
16
〜
22
日
に
第
1
回
大
目
地
区
文
化
祭

を
大
目
出
張
所
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
甲
東
地
区
で
は
11
月
30
日
に
2
年
ぶ

り
と
な
る
第
16
回
甲
東
地
区
文
化
祭
を
甲
東
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

各
地
区
と
も
地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
す
ば
ら
し
い
文
化
祭
で
し
た
。

Ｆ
の
6
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
対
局

が
行
わ
れ
、
上
野
原
支
部
は
Ｄ
ク

ラ
ス
に
お
い
て
も
Ｂ
チ
ー
ム
が
準

優
勝
し
、
来
年
は
Ｃ
ク
ラ
ス
に
昇

格
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

冬
の
乾
燥
期
は
山
火
事
の
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す
。
山
仕
事
や

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に

入
ら
れ
る
方
、
森
林
の
付
近
で
農

作
業
・
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
る

方
に
山
火
事
防
止
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
山
火
事
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
》

・
歩
行
中
の
喫
煙
や
車
か
ら
の
タ

バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し

ょ
う

・
山
に
入
ら
れ
る
方
は
、
携
帯
用

の
灰
皿
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う

・
た
き
火
は
、
山
火
事
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う

・
森
林
の
近
く
で
工
事
や
農
作
業

を
す
る
方
は
、
火
の
取
り
扱
い

に
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
林

務
環
境
事
務
所
森
づ
く
り
推
進

課（
蕁
45
│

7
8
1
2
）

県
政
功
績
者
に
上
條
兵
武
さ
ん

大
目
地
区
の
上
條
兵
武
さ
ん
は
、
県

老
人
福
祉
施
設
協
議
会
長
を
務
め
る
な

ど
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
社
会
福
祉

に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
県
政

功
績
者
と
し
て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

文化祭には、地域の方の作品をひ
と目見ようと、多くの方が訪れま
した

甲東地区

大目地区



島
田
地
区

小
俣
諒
実

あ
き
の
り（

一
秀
）、
河
内
梨
寿

り

ず

（
泰
紀
）、
飯
島
久
遠

く
お
ん（

正
登
）、
小
俣

善
雅

よ
し
ま
さ（

貴
士
）

上
野
原
地
区

森
絆
愛

き
ず
な（

大
樹
）、
内
田
育
翔

い
く
と（

昌
夫
）、

石
井
颯
涼

そ
う
す
け（

友
和
）

大
目
地
区

小
俣
哲
也
＝
佐
々
木
恵

田
中
武
志
＝
尾
形
祐
美

巌
地
区

上
村
伸
男
＝
安
藤
千
恵

久
嶋
正
彦
＝
小
俣
洋
美

安
藤
和
晃
＝
石
川
典
代

島
田
地
区

中
満
洋
一
＝
井
村
加
津
子

上
條
宇

＝
佐
藤
え
つ
子

細
田
明
宏
＝
天
野
由
美

上
野
原
地
区

大
谷
翼
＝
山
下
美
香

杉
山
博
人
＝
水
暁
子

婚

姻

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
11
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

ひ
と
り
親
家
庭
の

み
な
さ
ん
へ

県
で
は
平
成
21
年
4
月
に
小
中

学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
を
養
育

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
支
度
金

を
支
給
し
ま
す
。

●
受
給
資
格

平
成
21
年
1
月
1
日
現
在
で
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
山
梨
県
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と

・
平
成
21
年
4
月
に
小
中
学
校
へ

入
進
学
す
る
児
童
を
養
育
し
、

生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
で
あ
る
こ
と

・
平
成
20
年
度（
平
成
19
年
分
）の

所
得
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
あ

る
こ
と

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
は
な
い

こ
と

●
支
給
額

児
童
一
人
に
つ
き
、

1
万
円

●
提
出
書
類

支
給
申
請
書
、
証

明
書
等

●
提
出
期
限

1
月
30
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
生

保
担
当（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9

0
4
2
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が

で
き
ず
、
生
き
た
細
胞
な
の
で
長

期
間
保
存
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
毎
日
必
要
な
量

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
冬
場
は
団
体
の
協
力
が
得
に

く
く
、
体
調
を
崩
す
方
が
多
い
た

め
献
血
者
が
減
少
し
ま
す
。

山
梨
県
県
民
会
館
1
階
の
献
血

ル
ー
ム
で
は
、
12
月
31
日
、
1
月

1
日
の
休
館
日
を
除
き
、
毎
日
午

前
10
時
〜
午
後
5
時（
成
分
献
血

は
午
後
4
時
）ま
で
献
血
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
赤

十
字
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
献
血
バ
ス

が
県
内
各
地
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い

生
命
を
救
う
た
め
に
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
バ
ス
予
定
表
は
、
山
梨
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
、
富
士
・
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
民
会
館
献
血

ル
ー
ム（
蕁
0
5
5
│

2
3
5
│

3
1
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

巌地区 網野 唯香
ゆ い か

ちゃん（1歳0か月）
靖男さん智子さんの長女

“すくすく元気に大きくなぁれ！”巌地区 荒井 優奈
ゆ な

ちゃん（7歳3か月）
隆さん麻美さんの長女

“元気いっぱい・優しい気持ちで育ってね”



『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
身
代
金
』

奥
田
英
朗
／
著
　
角
川
書
店

昭
和
39
年
夏
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
沸
き
か
え
る
東
京
で

警
察
を
狙
っ
た
爆
発
事
件
が
発

生
。
捜
査
線
上
に
一
人
の
東
大

生
の
存
在
が
浮
か
ぶ
…
。

『
わ
ら
し
べ
長
者
、
あ
る
い
は
恋

清
談
佛
々
堂
先
生
』

服
部
真
澄
／
著
　
講
談
社

稀
代
の
数
奇
者
、
佛
々
堂
先

生
が
繰
り
広
げ
る
「
本
当
に
価

値
あ
る
も
の
」
に
出
逢
う
宝
探

し
の
物
語
。

棡
原
地
区

秦
野
寿
＝
香
山
美
波

石
井
俊
之
＝
井
上
愛

秋
山
地
区

小
林
譲
＝
中
垣
英
絵

甲
東
地
区

安
藤
敏
夫（
正
文
）、
安
藤
梅
代

（
克
彦
）、
溝
呂
木
國
鐡（
千
代
松
）、

守
屋
す
ゑ
子（
英
男
）

巌
地
区

武
田
清（
憲
治
）、小
俣
晴
子
（
和
闊
）、

石
井
幸
子（
綾
子
）、
久
島
あ
き
ゑ

（
力
三
）、
萩
原
み
や
子（
昌
宏
）

大
鶴
地
区

市
川
澪
子（
晴
一
）、
網
野
　
ね

（
啓
作
）

島
田
地
区

網
野
榮
子（
鐡
秋
）

上
野
原
地
区

石
井
七
郎（
治
）、
桑
原
ト
ラ
子

（
勝
）、降
矢
朝
子（
里
留
）

棡
原
地
区

長
田
宇
吉（
政
雄
）

西
原
地
区

舩
木
三
三
四（
勇
一
）、
細
川
闊
和

（

夫
）、
奈
良
長
顴（
き
ぬ
ゑ
）、

長
田
伊
吉（
博
幸
）

秋
山
地
区

藤
本
金
喜（
勢
喜
）

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
み
つ
ば
ち
マ
ー
ヤ
の
冒
険
』

◎
日
時
　
1
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
お
は
な
し
会
☆

『
つ
き
の
よ
る
に
』
ほ
か

◎
日
時
　
1
月
17
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
ウ
ィ
ー
ン
物
語
』

五
木
寛
之
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
1
月
18
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
ビ
ー
ズ
教
室
』

◎
日
時
　
1
月
24
日
（
土
）

午
後
2
時
〜
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

11
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

4 5 6 7 8 9
3
10

11 12 13 14 15 16 17
2018 19 21 22 23 24

25 26 27 28

21

29 30 31

一

般

書

◇
『
彼
岸
花
』

宇
江
佐
真
理
／
著
　
光
文
社

◇
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
』

桜
庭
一
樹
／
著
　
講
談
社

◇
『
巣
立
ち
』

諸
田
玲
子
／
著
　
新
潮
社

◇
『
語
前
語
後
』

安
野
光
雅
／
著
　
朝
日
新
聞
出

版
◇
『
伴
天
連
の
呪
い
』

逢
坂
剛
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
神
様
の
い
な
い日

本
シ
リ
ー
ズ
』

田
中
慎
弥
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
軍
師
の
門
』

火
坂
雅
志
／
著
　
角
川
学
芸
出

版
◇
『
彼
女
に
つ
い
て
』

よ
し
も
と
ば
な
な
／
著
　
文
藝

春
秋

◇
『
永
遠
の
七
日
間
』

マ
ル
ク
・
レ
ヴ
ィ
／
著
　
藤
本

優
子
／
訳
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

児

童

書

◆
『
た
こ
あ
が
る
か
な

親
子
で
つ
く
る
た
こ
の
本
』

秋
山
幸
雄
／
作
　
三
枝
祥
子
／

絵
　
福
音
館
書
店

◆
『
ト
ラ
ン
プ
お
じ
さ
ん
と

ペ
ロ
ン
ジ
の
な
ぞ
』

た
か
ど
の
ほ
う
こ
／
作
　
に
し

死

亡

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

む
ら
あ
つ
こ
／
絵
　
偕
成
社

◆
『
ノ
ー
と
私
』

デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
・
ド
ゥ
・
ヴ
ィ

ガ
ン
／
著
　
加
藤
か
お
り
／
訳

日
本
放
送
出
版
協
会

◆
『
好
奇
心
の
部
屋
デ
ロ
ー
ル
』

今
森
光
彦
／
文
・
写
真
　
福
音

館
書
店

◆
『
ま
い
な
す
』

太
田
忠
司
／
作
　
理
論
社

◆
『
雪
の
日
の
た
ん
じ
ょ
う
日
』

ヘ
レ
ン
・
ケ
イ
／
作
　
バ
ー
バ

ラ
・
ク
ー
ニ
ー
／
絵
　
長
崎
出

版
絵

本

○
『
グ
ラ
フ
ァ
ロ
の

お
じ
ょ
う
ち
ゃ
ん
』

ア
ク
セ
ル
・
シ
ェ
フ
ラ
ー
／
絵

ジ
ュ
リ
ア
・
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
／

文
　
評
論
社

○
『
き
ら
き
ら
』

吉
田
六
郎
／
写
真
　
谷
川
俊
太

郎
／
文
　
ア
リ
ス
館

○
『
さ
い
し
ゅ
う
れ
っ
し
ゃ
の

あ
と
で
』

柿
本
幸
造
／
絵
　
市
川
宣
子
／

作
　
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

○
『
て
ぶ
く
ろ
が
い
っ
ぱ
い
』

ル
イ
ス
・
ス
ロ
ボ
ド
キ
ン
／
絵

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
ロ
ボ
ド
キ

ン
／
文
　
偕
成
社

○
『
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
ぼ
う
け
ん
』

バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
・
ワ
ッ
ツ
／
絵

ブ
リ
ギ
ッ
テ
・
シ
ジ
ャ
ン
ス
キ

ー
／
文
　
瑞
雲
舎

今
月
の
一
冊



広報うえのはら　No.47  16

広
報

電
話
：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ail：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

昭和54年4月に創立された上野原高校が30周年を
迎え、11月22日、同校の体育館で創立30周年記念
式典が行われました。これまで5,500名を超える卒
業生を送り出してきた同校は、地域を支える教育の場
として、今後もますます発展していくことでしょう。

大鶴地区　三世代ふれあい祭り

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

11月22日、大鶴小学校で「かがやけ笑顔、みんなでつくる三世代」
をテーマに、三世代ふれあい祭りが行われました。ふれあい祭りは大鶴小
学校の児童が各学年に分かれて出店を設け、工夫をこらした催し物で訪れ
た地域の方々をとても楽しませていました。
また、おじいちゃんに鳥の巣箱の作り方を、おばあちゃんにはお手玉

の作り方を教えてもらい、お父さんやお母さんと協力しながらとんかちや
裁縫道具を片手に、一生懸命制作している児童の姿がとても印象的でした。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,412人 （－27）
男 ●13,681人 （－ 8）
女 ●13,731人 （－19）
世帯●10,032世帯（－ 6）
平成20年12月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●上野原高校創立30周年記念式典
11月14日、棡原青少年自然の里で、へき地保育所

4園（大目・甲東・棡原・西原）の交流会が行われまし
た。自然の里のホールに集まった園児は、各保育所の
紹介をした後、歌やゲームをしたり、外に出て自然散
策をするなどして楽しい時間を過ごしました。

●へき地保育所4園合同交流会

11月15日、棡原小学校では保護者や地域の方を招
き、「ゆずっこの日」としてふれあい活動を行いまし
た。当日は、各学年の公開授業や児童による音楽発表
会などを行い、児童と大人が一緒になって楽しみまし
た。午後にはフルートコンサートも行われました。

●ゆずっこの日
11月20日、日本ＰＴＡ全国協議会年次表彰式が開

催され、四方津小ＰＴＡが文部科学大臣表彰を受賞し
ました。四方津小ＰＴＡは過去長年にわたって、学校
と地域との連携の下に充実したＰＴＡ活動を行ってお
り、その活動が評価され受章されました。

●四方津小ＰＴＡが文部科学大臣表彰受賞
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所
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県
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上
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原
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